
4技術資料

4.1はじめに

本実験センターには米国MTS社製の 1000kN および 250kNの動的アクチュヱータ

がそれぞれ2基ある。動的実験では大きな荷重が高速で載荷されるため、危険度が大きい。

そこで、アクチュエータを安全に作動させるためにマニュアルを作ってきたが、今回はそ

れを掲載することにする。はじめに 4.2油圧配管と安全チェック、つぎに 4.3MTSアクチ

ユエータの操作法を述べる。
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4.2 油圧配管と安全チェック

目視確認
(1 )油圧源室内

陣油圧ホース・油圧配管にコスレ、油漏れ、損傷及びその他の異常が無いことO

R電気ケーブルの断線、被服の傷、極度の曲げ、極度の張りが無いこと。

スプリット・フランシ油圧ホース類

油圧源とハードライン(配管)

(2)一階設備

油圧j原No:1No:2の電源盤 油圧j原冷却水ホース・油圧ホース

油圧配管廻り・各アキュームレーターに油漏れ、その他の異常が無いこと。

油圧ハート守うイン接ぎ手配管部

赤色:高圧配管

青色・低圧配管

油圧ハート。ライン接ぎ手配管部

高圧・アキュームレーター配管

油圧ハードライン接ぎ手配管部

油圧ハートマ7イン間仕切り部分
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リーン・アキュームId-配管

油圧ハートヲイン接ぎ手配管部

油圧j原内油圧ハートーライン

日常点検



HSM 高圧アキュームレ-~­

".'.;ザ室

リターン側

(3) 二階反力床設備

HSM高圧 7キュームレート

ハ'ンヴ室

プレッシャー側(北)

HSM 高圧 7キュームレ-~­

，，'苅室

プレッシャー倶1](南)

圃各 HSM(各サービス・マニホールド)の廻りで油漏れ、その他の異常が無いこと。

HSM No: 1 
HSM No: 1 

下部7ランシヘドレイン配管部分

HSM No・2

ドレイン回収配管部分

①:パイ口ツトブレッシャー (PP)用 100t専揺(繕ホース)300むPSI }長コック持

②: 100tプレッシャ…(同等摺(太ホ…ス)3000PSI 

(~): 25tプレッシャー (P)専窮〔太ホース) 3000PSI 

⑧:パイ口ツトリ告…ン (PR)熊 100t専熊(結ホース)3000PSI 

⑤: 25t 100t !)?zーン (R)共熊(太ホース) 3むOOPSI

⑤:ドレン (D)丹~ 25t 100t共期〈中ホ…ス)

楽各ホースのE交付けはi奇じ謹鎮のブ自ッ?I均ならどこを鎧っても喪い。

日常点検
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HSM No:2高圧配管部

HSM No:2(北側)ドレイン回収配管

部とドレイン接続部

HSM No:2高圧低圧ドレイン配管

HSM No: 1 (西側)

横方向全体写真

(4) 油圧ホースの接続(各加振機と HSMの簡)

HSM No:2ドレイン回収配管部

!責主j韓: ドレイン繍*-;えとプレッシヤ慎*-;えを患に譲鏡すると*…えめ礎裂や議蓄量的融議を諮

昔、人が;tt蓋議をしたり究主ごする愈|麓性があ曜ますね

-油圧ホース接続の際に接続先を(場所)を間違えないこと。

首接続後は必ず再確認をすること。

圃油圧ホース接続後によじれ、損傷、接続部からの油漏れが無いこと。

-特にドレイン・ホース(低圧ホース)とプレッシャ・ホース(高圧ホース)の入れ間違い取り付け間違いの無

し、こと。

日常点検
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(4)ー1 く 25t加振機の場合〉

加振機:No3とHSM3の接続

プレッシャーホース(P)，リ9ーン・ホース

(R)， ト守レイン・ホース(2ヶ所)、ハ。イロッ

ト・70 レッシャー(PP)、ハ白イロット・リターン

(PR) 計 6本

加振機と HSMNo:2の接続

プレッシャーホース，リ9ーン・ホース

ドレイン・ホス計 3本

①:25tのプレッシャーは最上部を使う 問問幹部協の関

各油圧ホースのスプ1)ットフランシ、。〉締め付

iナトj~?

3/8六角レンチで 81"'"'83 Nm 

②:メインホ一見フィJレ舎の定期支韓Ij:才イ1l--変換時(最器でも5年)rこ行う

③:輔iこppフィん舎一有ザ、強(f)岩手iFッチがでているときフィjしさ富一つま号、持して引曹込め

iま農い部、事j審込まえよい議脅フィJレ孝一交換

(4)-2 く100t加振機の場合〉

100 t加振機 No:2

加振機の左側写真

(注)加振機に各7'レッシャーホース

(p)、IJ?ーンホース(R)は、 2本接続

ハ。イロットプレッシャー・ホーλ(pp)、ハ。イロッ

トリ9ーンホース(PR)、ドレイン-ホース(D)

は、各1本接続
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加振機の右側写真

(注)加振機に各プレッシャーホース

(p)、リトンホース(R)は、 2本接続

ハ。イロット 7。レッシャーホーλ(PP)、ハ。イロ

ットリヲーンホース(PR)、ドレインホース

(D)は、各1本接続

日常点検



最弱点部のため打圃当てに注意

100 t NO.2加振機(左側)

①プレッシャーホース(P)、②功一ンホース(R)

③ハ。イロッ卜プレッ川ーホース(PP)

100 t No. 1加振機(左側)

①プレッシャー ホース(P)、②リヲーンホース

(R)、③ハ。イロット フ。レッシャー ホーλ(pp)

100 t NO.l加振機

⑤ドレイン・ホーλ(D)

(3)斗~怒葬許甥璽曹盤議臨議鐘欝鶏罷欝彊彊翻 I~ 

@ー! 沼 田 臨 圃 臨 - - 酷 回 一 緒 鵬 購 麟 灘 灘 - - l--②

HSM2右側よりの写真 I I HSM2左側よりの写真

100 t加振機と HSM2問の媛続 I I 100 t加振機と HSM2聞の接続

①プレッシャーホース(p)、②リトンホース(R) I I ①プレッシャーホース(p)、②1}9ーンホース(R)

③ハ。イロットプレッシャーホース(pp)、④ハ。イ口ツトリ9ーン I I ③ハ。イロットプレッシャーホース(pP)、④ハ。イ日ツ卜リトン

ホース(PR)、⑤ドレイン ホーλ(D) I I ホース(PR)、⑤ト手レイン ホース(D)

(5) ドレイン回収ポンプ取付けの有無

ポンプを運転する時、ドレイン回収ポンプは必ず取外してあること。

ドレイン回収ポンプは配管の中のオイルを回収するとき使用する。

!危険:ドレイン臨駿ポンプ費接織した状態でi農産をかけるとホー

3えや盟!&if言。ンブが自費裂し、人が*1霊韓をした母、高亡する

ようえま議醗性があザます。

-ドレイン回収ポンプを接続した状態で油圧をかけないこと。
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ドレイン回収ポンプ

日常点検



4.2-1油圧源(HPS)操作

1'vITSを動カ与す!l寺は必ず電気窓(1024)¥こTEL、すること。

外のクーリングタワーを確認。蕊がつvもでいたら掃除し、

点
以
来 してそれから，1'吏うこと。

(1 ).油圧源(HPS)の起動、停止の操作はリモートパネルで操作する

i 指恭:非常事態。)1欝i立近く (J)蔀常静止~予ンを押して HPS を静止させます。
!議室内;!)モート温コント岱-)レパネんで、賞患のうンブ Fi!ter DI誌TYが車野(J)場合i立、 j畠在籍

聾諮問S諜樟盤的 i)セット鶴見イッテを押してインう喜一盟ツヴを解緯してか品、 HPS時運

転車襲持を行いますa

(2). HPSの起動(運転開始)操作

諜2訳出場合、 p*-;;;主的コック ONで、 100t出場合 pp*一見詰コッタ ONを品ず雑観すること。

i主主意: HPS2台を需時iこ鵠識し主主いでください。

25t場合は HPS1台で OK

100tは 1機で l台(ただし負荷じっ状況による)

1号機 2号機の使用時間はできるだけ合;1っす。

起動しない時は、 1Fポンプ室、コント Lゴー

ルパネルのローカノレコントロールランプ(1F 

で操作する時iこ選択するもの)732ついていなし、

会rヂ工ツクし、またついていたら OFF， 

pompスイッチ 1，2(停電により OFFになるこ

とがjちる)がっしγてし、るかヲ二コックす叫る。っし 1

いなければ ON。

ら分後くらし刈こ各ホ・均ス、つなぎ部、機械など

のオイルj漏えFしを確認する。

※ 
1台目の起動

①低圧(Low)で起動してください。一 銭

②約30秒待ちます。 一一一一一一----ιι
③高圧(Hi)に切り替えてください。

談

2台目の起動

①1台目の HPSが高圧(Hi)で起動後30秒待ちます。

②低圧(しow)で起動してください。

②約30秒待ちます。

④高圧(Hi)に切り替えてください。

(3)岡 HPSの停止操作

※アクミ子ユヱ一歩一安全なエアー抜書方法

治fEi:原LoV¥iァ:伏態で HSMをLow、45tJ> 
に Highに、するハ

この状態でアクチュヱ-~ーを I~Jモノ令に動カミし

ストローグ作動させる。そして BSMをOFF

にし、今fおまi'8.1 EE~京を High にして HSM を

Lowでストロ」・ク作言語させる。ある程度動 i

TP L t:'. Jード士J

めの操作安全な作製!のHPS2舎を捕時!こ捧止し主主いでください。

1台自の停止

①高圧倒i)運転より、低圧(しow)に切り替えます。

②約30秒間待ちます。

③低圧(Low)運転より、停止(0仔)に切り替えます。

i違憲:

日常点検

2台目の停止

①1台目 HPS停止ご30秒待ちます。

②高圧倒i)運転より、低圧(Low)に切り替えます。

③約30秒間待ちます。

④低圧(Low)運転より、停止(0仔)に切り替えます。
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4.2-2加振機の取扱(100t、25t)
(1) .加振機の移動設置

!指恭:~審議議r.J.設寵めi欝iまピストン z 思ッドが引っ込んだ状態が襲ましい。

酒各加振機は、精密機器です。移動の及び設置の際はいかなる箇所も物に当てないように細心の注意を

図ります。

(2) .各ホース類の接続

!意j鷺; ホ-/主的撞畿を間違えるとアウチエー舎が轟悲し麓鐙時報撞や人が大糧事誌をしたザ諾亡す

る語検1全部品ザます。 璽iこ*-;むま離寵することが晶ります。

諜ホース患鉢(J)保護が必要

・油圧ホース接続の際に接続先を(場所)を間違えないこと0

.接続後は必ず再確認をすること。

-油圧ホース接続後によじれ、損傷、接続部からの油漏れが無いこと。

・ホース・フランジタイフ。の金具部分の内側オーリング・シーノレ等は正しく取り付いていること0

・フランジ及びホース口金具に変形、異常は無いこと。民¥

・適正な締め付けトルクで締めること。~

。リングは必ずづり吉jでシーノレしている事。内用で接し

ているものは洩れるハ本来それようのものではない〈

小さし、ものは lFポンプ室配管用。

京G)ホ、_..-スの延長はつなぎに薄型:板とスプリットフランジを使う。(鉄板の南側にホー孔の Oリングを当てる)

来号L'料、こつなぐときはJ享鉄板とスプ勺jットフランジを使うo (ホ、同スの Oリングとj享鉄板、Ji'!{鉄板fgll0 !Jングと

L字端;喜子を当てシールする)

※③ホース接続で 82N'mで締める時、トルクレンチが箆ない場今(場合によってトルクレンチが入らない月!?

がある)、/に角レンチを使つ‘て手でゆるめて感覚を覚えて手でレンチ結めする。

(3).各電気配線の接続

!責主韓: コネ空合再昔sのブうえチッ告が礎譲、変質事、議官ピンが変器、報舗的状態で接続すると

アウチュエーう喜一i立暴露悲し襲麓(J)~車舗やλi立大窪識をした守、死亡するよう紅殻韓性が
島ザます。

圃ケーブルが断線、被服が損傷していないこと0

.コネクタのハウジングに変形が無し1こと。

・コネクタ内部のフoラスチックが破損、変形、汚れがないこと0

・コネクタのピンに変形、破損がないこと0

・接続の際接続先(場所)間違えないこと0

.接続後必ず再確認すること。

4.2-3加振機保管(100t、25t加振機)

(1)保管の際は必ずピストン・ロッドを引っ込めて(縮めてから)、保管のこと。

!議窓:ピストン園開ッド昔s(J)ク田一jレメッキ1::髄がつくとi寵;罵れや、最大部議カが出走Eくなること

があります。

日常点検
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4.3 M T Sアクチュエータ操作

(1 )準備と確認

1 )空調の確認(図1参照)

。iltemp56~58()Cで lìmit switch 作動、油謹

640C以上でオイル劣化j主意

油圧源(HPS)を使用するとポンプ室の部屋の温度が上昇し、室内の制御機器等が

作動不良を起こす可能性があるため使用前に必ず空調機を作動すること。

特に夏は通常の気温も高くなっているため必ず、作動すること。

議夏休みの停電時、運転スイッチがキャンセんされるため、完IJに護婦操作が必要。

苧11襲撃参日程〈手!慎重喜は空説制榔機右袈1]にかかっている)。

使用前・・圃ガスヒートポンプチラ一用コントローラの運転の電源を入れ、

AHU -1， 2の空調機を起動させる。

使用後…AHU-1，2の運転の電源を切り、力、スヒートポンフチラー用コントローラの

電源を OFFにする。 図1 空調

!違憲:控室曜の龍F需拡 MTS(J)みで主主く、 RIKENも龍F脅する出で、

喜重言語して費量;曹を留ること。

操作不明時は空調用取り扱い説明書で確認すること

来クーリンク手ワーを住関前jこ確認すること、よごれていたら掃緯をする(特に蓑場1ヶ月以上穫っていないとコケ発

生多いい

2)ホースの確認

①ホースがしっかり接続されていることを確認する。

p(プレッシャー)、 R(リターン)、 PP(パイロット・プレッシャ)、 PR(パイロット・リターン)、 D(ドレイン)各々正しく接続さ

れているか?

②ホースの接続部分の 1/2インチボルトが総対磁I織のトJL-クで締め付けてあるか確認する。

③才一リング・シール(スプリツト・フランジ)は正しく取り付けられているか確認する。

④ホースに圧力がかかるのでホースの上や近くに物を置かない。

⑤ホースに傷があったら必ず、使用禁止!

国京外畿チェック!こて!均1~，IJのワイヤーがみえる謹震は OK、 j相NIJ(J)ワイヤーが切れていたら NG、思せんの犠にポコとふ
くらんだ所があったら NG

2)ー1 25 t加振機接続の場合

j由EE譲を入れるとこのゲージが童書く

HSM No:2接続
プレッシャー-ホース， 1)9-ンEホース

ドレインョホース

コンピューさZーで ONするとこのゲージが動く

加振機:No3
7。レッシャ-.ホース，リ事ーン・ホース

ドレインーホーλ2本、ハ。イロット・プレッシャ一、
ハ。イロット・IJ1Iーン
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加振機:No3

ドレイン aカプラー接続写真

アクチュエータの操作



加振機:No3

サーif弁ドレインカプラー
接続写真

HSM No・3接続

アクチユ工ータ仮IJ(6本)

フ。レッシャー・ホース，リ9ーン・ホース
ドレインホース 2本， PPホース， PRホース

HSM No2保IJ(3本)

プレッシャー-ホース，リ告ーン-ホース，ドレインホース

加振機:No3

パイロット・プレッシャ一、パイロッ
トリターン接続写真

加振機 No3
λプ1)ット司7ランシ自のプレッシャー、

リ告ーンホース写真

各議ffホーえのスプ1)ットフランシ。の締め付けトlkl
3/8六角レンチで 81.....83Nm 

アクチュエータの操作
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2)-2 100 t加振機接続の場合
ppコック ON'Oドド j主意

多いが基本は同じ

HSM No2接続
フ。レッシャー・ホース，リ告ーン aホーλ

ハ。イロッ卜・プレッシャーホース，ハ。イロッ卜・リ合一ンホース

ドレイン・ホース
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HSM No2接続
pp.ホース、 PR.ホーλ

P・ホース、R.ホース、ドレインホース類

100t No1加振機

ドレイン・ホース接続

アクチュエータの操作



プレッシャー・ホース

フランジ締め付けトル

ク 81Nm

パイロット リターン

ホース

リターン・ホース

フランジ締め付けトル

ク 81Nm

100 t加振機接続(サーボ弁 #1)

プレッシャー・ホース、リ9ーン・ホース
各鴻迂ホースのスブリ、yト、フランシAの絡め{寸iすトルヲ

3/8六角レンチで 81 Nm 

3)信号線の確認

100 t加振機で使用しますHSM#2 

プレッシャー・ホース、 1}9ーン・ホース

各5i1l圧ホースのλ]"1)1ト，フランシゃの線め付iナト)L，ウ

3/8六角レンチで 81 Nm 

(その他のホースは、 8インチ、 10インチのモンキー・レンチで締め付けをします)

話25tは合計 5).ド

100 t加振機接続(サーボ弁 #2)

プレツ‘ンャーホース、 I}合一ン.*-ス

各j密EEホーえのスプ1)ットつうンシeの締め付けトj~?

3/8 tて角レン子で 8-1 Nm 

ドレイン・ホース

モンキーとスパナで、適度に締め付

ける

パイロットプレッシャー-ホース

モンキーとスパナで適度に締め付

ける

プレッシャー・ホース

3/8インチの六角レンチで締付ト

ルク 81Nm

リターン・ホース

3/8インチの六角レンチで締付ト

ルク 81Nm

パイロット・ホース

モンキーとスパナで、適度に締め付

ける

※100tfまサーボパjレブ、 2ヌド gサーボパjレブ LVDT2本づつで合計 7本

ロードセル、 LVD丁、サーボパjレブ、サーボパjレブ LVD丁、アース等は合計 5(7)本、正しく接続されているかを確認す

る。信号線はアクチュエータと制御装置をつなぐ線なので付け間違いがないこと。

i責主験: 接観を罪悪違うとアタチュヱ-1ltま暴まをし畿霞(J)磯損や入拡大謹書誌をした車、事E!ごするようえE
責主連主性が晶ザます。

アクチュエータの操作
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3)ー 1 25tの信号線取付け

五百25t 1 tt:で百十 5本必要

防空二乙と:三二三j←→尽翌5
0ハイプレッシャーソレイド、ロープレッ

シャーソレイドコー

加振機 No:3全体図

ロードセル、LVD丁、サ-ij{弁、

サーボパルプLVDT

7ースの各ケープ)~ 5本

加振機 No:3

サーボ弁付近写真
サーボバルブ 1本

サーボパルフ"LVDTl本

加振機 No:3

ロート冶ル・ケーブル 1本

加振機 No:3

LVDT.ケープル

3) -2 100tの信号線取付け ※100 t 1体で計?本!V:-要

ケーブル

し

ロードセノレI入iTlT

‘、
/ν 

ローいt:ノレ

、々ーブル
グラン}.;"

加振機 No1

LVDT'ケープル 1本

グランド(アース) 1本 計2本

加振機 No1

ロードセ)~・ケープル

(一番長い) 1本

/""/レブ、

ζ1空白

ガー、ボパルプ

加振機 No1

サーボハゃルプ開しVDTとサーボハ1レプ
サーボパJレフ、#1(大)は#1サーボパJレブ

サーボバJレフ、 LVDT非1(小)は#1前側

サーボパjレブ#2(大)は#2サーボパJレブ

サーボバJレブ LVDT惚(小)は#2前側

ノ"，!l/::i

L¥庁)'1'

計

4
本

、|
l
i
r
-
-
J

加振機 No1

サボバルブLVDT倶IJ

!危険: コネクタ内部のプラスチックが破損、変形及びピンが変形、費支損の状態で接続すると

アクチュエータは暴走し装置の被損や人は大経設をしたり、死亡するような危険性

がありますユ

アクチュエータの操作
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サーボパjレブ信号線

MTS100tには左右にサーボバルブがある。二つのサーボバルブを SV1、SV2と区別している。

SV1 サーボパルプ信号線 SV2 サーボパルプ信号線

SV1 サーボ、パルプ LVDT信号娘 SV2 サーボバルブ LVDT信号線

この SV1とSV2rこは、サーボバルブとサーボバルブ、LVDTの信号線を 2本ずつ接続する。

このときの注意事項として、

{震号錬!こ書いて晶るす-F1fJfjbブ番喜善と鰻競するサーボパ}I，..ブ番号音盤認すること! ! 

(SV1とSV2は同タイプであるので、番号を間違えていても接続できてしまう。)

来間違っていた場合の症状

ホースやその他のチェックをして間違いがなければ、パソコン上で Lowや Highの選択まで

は正常に動作します。

このとき、プレッシャーのホースは温かくなりますが、リターンのホースは変化がない。

また、空気の影響だと感じるかもしれないが、 MTSのヘッドが伸びます。

パソコン上で、 Lowや Highを選択後、変位を与えても、まったく MTSが動作しない。

MTSのヘッドは伸びた状態で、縮まなくなります。

※対策

号VlとSV2を邑で藍翼号する。溝えたりシーんがはがれたりしたちすぐに輔穫する!

アクチュエータの操作

158 



4)ドレイン回収ポンプ取外しの確認

HSM1または HSM2にドレイン回収ポンプのホース等の接続をしたままにしていないか確認する

!抵i鷺:ドレイン揺~克ポンプを接競した状態で鰭13::をか iするとホー
えや毘~其;p;ンブが醸重唱し、ょが大窪謹告した仏箆亡する
よう註議離性が島ザます。

ドレイン回収ホcンプ

ホース類の取り外しのみ

使用する事

5)ポンプの動作(図2参照)

!謹鷺:悦PS2舎をi朝時iこ鵠霊告しないでください。

i主主意:HPS額融鏡iF-:;互に3合OOpsio);農症がかかザます。

-ポンプの2台運転操作では、まず 1台自の油圧源で油圧 Low運転後(青いランプ点灯)、約30秒後に High

運転(メーターが 3000PSIまであがる)にする。

・つぎに2台目の油圧源で、油圧 Low運転後、約30秒後に Hi運転にする。

!薬舟:IJモート罵コント盟-)レパネんで、黄色のうンブ Fi!terDIRτγ が議釘0)議合i立、 HPS議体盤時

iJセットスイッチを持してイン事一時ツ舎を解醸してか缶、 HPS(J)運転謙作を特いますa

楽ポンプ作動後 5分ぐらいたったら油譲れ等のチヱツヴを行う。

由来ホースの一部に選立船のように膨らんだ笛所があったら、そのホースiま交換(太いホースも細いホースも関口。

非常停止ポヲン用コード

図2 ホ。ンプメインスイッチ配置

アクチュエータの操作
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一一補足一一

補足写真

油圧源操作盤

Filter Dirtyが点灯していたら黄色

ポむを押して解除する

HSM No・21¥"イロット・圧力ゲージ

停止中は、油圧 opsi 

油圧運転時油圧 3000psi表示

ノfソこ1:-F(' Highにしてし、

ないととがらない。

6)ウォーミング・アップ

油圧j原

油温(400C以上)、j由量(ゲージ

上下限内)が適正なこと

油圧j原(HPS)

油面-5由量ザイトグラス

-実験の1時間前にウォーミング・アップを行う。l
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HSM No:2メイン圧力

停止中は、油圧 opsi 

運転中は、油圧 3000psi表示

油圧源(HPS)

油圧圧力ゲーシや

停止中は、油圧 opsi 

運転中は、 j血圧ぬ00psi表示
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7) Flex TestlI mとPC

①Universal Power Supply (UPS)の電源がついているか確認する。

(通常は緑のランプがついてる)

②Flex Testの電源を ONにする(図3参照)。

③PCの電源を ONにする。

④PCを起動。「パスワードは admin J 

⑤MTS Flex T est II m のフォルダーを選択する。

⑥System Loaderを選択する。

Flex Test IIとPCを一体化させる。

赤いランプが消える。

⑦Station Managerを選択。

円
電諜スイッチ

File act #1 ，2.cfg(100tの時)、 Fileact #3.cfg (25tの時)を選択する。

Control Panel、Meters、Scope、StationExerciser、

Adjust Inputsを画面上に出す。

Control Panelの Interlockを Resetする。

(赤ランプが消える)

Multi Purpose Test Ware (MPT)をクリックする。

New ->載荷パターンを ProcessTypesから選択する。

Save asで** *.000で保存する。

入力地震の記号でクリックし、ファイル(.blk)を聞く。

(}也震波のファイルの作成方法は別紙参照)

Mappingを選択し、 NotUsedを 25Ton、100Tonにする。

タイマー設定する。

Startと Interruptと Procedureis done whenの設定する。

上書き保存する。

MPT Control Panelで Specimenよりファイルで保存する。

鍵マークで施錠し、 Metersをリセットし、 MPTControl Panelもリセッ卜する。

Control Panelを O仔ー>Lowー>Highにする。

図3 MTSコントローラ

!詮意:対話M (J) Low I high運転培、まず low運転後続4器秒議!こ HigtIこすること。

アクチュエータの操作
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MPT Control Panelを Runする。

入力した地震波を Scopeで確認する。

Control Panelを Highー>Low -> 0仔にする。

詳しくは FlexT est IImの操作手順書、及び MPTの操作手順書を参照してください。

8)ポンプの停止

!議鷺:HPS2舎を顕轄に捧止し主主いでください。

-油圧源 2台運転時の場合は、まず1台目の油圧源を停止する。

-油圧 Hi運転より、 Lowに切り替えて Low運転にする。約30秒後に停止に切り替える0

.2台目の油圧源を停止する。

.1台自の油圧源を停止してから、約30後に2台自油圧源の停止操作をする。

i窓霊長:強震;議総議録義援護委鱗韓議i之政議長ず欝審議長It震設うこと草署

9)ホースの取付け(再確認)

9)-1 MTS 25Tを使用する場合: (Photo参照)
HSMlo1'HSM2から HSM3には 3本のホースが接続される。

d 三五五三三一一 生と竺三副跡〉ー令 HSMl01' HSM2に取り付ける時 pp
② リターン (太いホース 3000PSI) 郎に11主り付けする事!!

③ ドレイン (240INCH 2000PSI) 

HSM3からアクチュエータ

④プレッシャー

⑤ リターン

⑥ ドレイン

⑦パイロットプレッシャー

③パイロットリターン

⑨ ドレイン

Photo 1 

(加振機)には 6本のホースが接続される。

(太いホース 3000PSI) I 
(太いホース 3000PSI) >-加振機

(帝国し、ホース 3000PSI01' 2000PSI) I 
(細し 1ホース 3000PSI) i 

(細し、ホース 3000PSI) トサーボ、パルプ

(細し、ホース 30QOPSI01' 2000PSI) ..) 
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Photo 2 
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Photo 4 Photo 3 

Photo 6 Photo 5 

※ドレインの機能:

プレッシャーホースやリターンホースに比ベホースは細いが、加振機内の余分な油を流すためにある。

!責主i韓:ドレイン形*-;えとプレッシヤ修ホースを避に接続すると*…えが礎裂し、人が文様識をしたザ究てごす

る責主韓性があザます。

参照)(Photo 9)・2MTS 100Tを使用する場合:

j主2)

(最大 4 ヶ所取{、j~ 可能)

(最大 fヶ所取付ilJ存在)

へ直接接続。

(太いホース 3000PSI)スプリットフランジ

(太いホース 3000PSI)スプリットフランジ

(240INCH 2000PSI) JIC 370 フレアー

(細し、ホース 3000PSI)JIC 370 フレアー

(細し、ホース 3000PSI)JIC 370 フレアー

(加振機)HSM 1 orHSM 2からアクチュエータ
注 1)

ホースは /~'11 本である。

プレッシャー

リターン

ドレイン

パイロットプレッシャー

パイロットリターン

その際、

①

②

③

④

⑤

 
注 1)太し、ホースの数;土、最大 8本でおる

j主2) 太"パホ、，スの本数は総力j篠宮により J安:める

アクチュエータの操作
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Photo 1 

Photo 3 

Photo 5 

Photo 2 

Photo 4 

※ドレインの機能:

プレッシャーホースやリターンホースに比ベホースは細

いが、加振機内の余分な油を流すためにある。

!主主醸:ドレイン・*-;えとプレッシャ"*-;えを避に接続す

ると*-;えが議裂し、人が大嬢幸誌をしたザ高亡す

る裁換性があります。
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4.4失敗例と改善策

毎年、いくつかの失敗の例が生じる。これは普通からいえば、隠したくなるが、失敗の

事例は、あとから続くものにとっては非常に重要な教訓、情報となるので、あえて報告書

に記録しておく。失敗の責任は実験の当事者、およびセンター長にある。

4.4.1 トラブル事例報告 1:エアーガン噴射による鉄粉被災

4. 4. 2 トラブル事例報告 2:コンクリート供試体の落下事故

4.4.3 トラブマル事例報告 3: !Jケンポンプ油面下トラブケレ
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トラブル事例報告 1

トラブノレ名

エアーガン噴射による鉄粉被災

トラブル発生日

H20年 10月 21日

発生場所or個所

フロアー南側

トラブル内容(出来るだけ詳しくまた図示等を交え解り易く記入)

被災者

土木構造4年

報告者

鈴木博

作業終わりに、エアーガンで服についたゴミを吹き飛ばしていた所、鉄粉の切子が目の中に入って

しまった。

被害状況

原因

対策

上まぶたの内側に鉄粉が入札眼球に傷がついた。(通院 1日)

1 )作業終わりのため保護めがねをしていなかった。

2) メイン作業で、なかったため気を抜いていた。

エアーガンを使う作業は、意外と変な方向からゴミが飛んでくる危険があるので、取り扱いに

注意するよう啓蒙する。
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トラブル事例報告2

トラブル名

コンクリート供試体の落下事故

トラブル発生日 発生場所or個所 被災者 報告者

H21年 5月 11日 耐震実験センター 2F なし 鈴木博

15時00分頃 中央部北側フロアー

トラブル内容(出来るだけ詳しくまた図示等を交え解り易く記入)

RC基礎ばり載荷実験の4体目と 5体目の供試体交換作業時に於いて、実験済みコンクリート製

供試体N04 (長さ 4200X高さ 650X幅 400mm重さ約 2t)をクレーンとレバーブ会ロックを使

って載荷フレーム内から外に取り出す作業をしていた時、供試体を吊り上げている鉄筋製吊りフ

ック (9mm鉄筋で馬蹄形の吊り具が左右 2箇所に備え付けられている)の片方が突然切れ供試

体の一方が床に落下してしまった。

被害状況

落下したショックで、供試体から 30"-'40Kgのコンクリートが剥離した。

原因 1.供試体に付いているフックの強度不足。(フックの破断は以前にもあった。)

2. 1つの供試体吊りフックにレバーブロックとクレーンの両方のフックを付けて、供試体を

載荷フレーム内より引っ張り出していた為、供試体の吊りフックに複雑な力が働いた。

対策 1.供試体の吊りフックの強度は計算上4倍程度あるとしているが、実際には 1倍か、それ

以下のことがある。フックに使われている鉄筋は曲げると非常に弱くなる。フックの強

度を信用しないこと。フックは切れることがしばしばあることを頭に入れておく。

2.供試体の吊りフックに捻りが掛からないようレバーブロック専用として使う。クレーン

については供試体にスリングベルトを巻きつけて別の場所を吊る事とする。
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トラブル事例報告 3

トラブノレ名

リケンポンプ油面低下トラブル

トラブル発生日 発生場所or個所 被災者 報告者

H21年 7月 1日 耐震実験センター 2F なし 鈴木博

13時30分頃 2軸載荷実験中

トラブル内容(出来るだけ詳しくまた図示等を交え解り易く首巳入)

リケン 100Tアクチュエータ 3基を使って 2軸載荷を行う実験 (Bラック側で2基のアクチュ

エータを自動製御、 Aラック側で 1基のアクチュエータを手動製御で使う)をしていた時、 Bラ

ック側のタンクオイノレレベル異常というアラームが突然発生した(ポンプ室のオイルタンクを

調べたところ、 Bラック側タンクのオイルレベルが異常に低くなっていたL 1週間程前にAラ

ックのタッチパネルが故障し、 Aラックが使えなくなったのでAラックで、使っていたアクチュエ

ータを一時的にBラックでコントローノレしていた。その後修理完了し元に戻したはずだ、ったが、

念のため油圧系統を調査したところ、プレッシャーホースがBラック側になっているのに、リタ

ーンとドレンホースはAラックになっていたため、実験中にオイルがBラック側のタンクからA

ラック側のタンクに移ってしまいオイルレベル異常が発生した事が判明した。

被害状況

原因

対策

実質的な被害はなし。(オイルをAタンクからBタンクに戻す時間を浪費)

1. 油圧ホースの付け間違い

l.~由圧ホースは間違って付けても電気的にチェックする機構はついていないので注意するこ

と。

2. アクチュエータを新しく取り付けるとき、信号線・オイノレホースの取付けをチェック表でチ

エツクさせているが、途中でアクチュエータを入れ替えるときもチェック表を活用する。
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